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認知症でもだいじょうぶな町づくり

住民と多職種～人と人「地域」をつなぐ～取り組み

泉南熊寺郎（せんくま）

報告１
平成29年 9月 7日 第2回
認知症地域支援体制推進全国合同セミナー

認知症介護研究・研修東京センター



大阪府泉南市

○人口 63,125人
（H29. 4 1現在）

○高齢化率 27.17％

○後期高齢化率 11.04％

○認定者数 3,501人
第1号被保険者 3,402人
第2号被保険者 99人

熊野街道

サザンビーチ

やぐら祭り

関西国際空港



岡田漁港

漁港市場

泉南あなご

泉州水ナス 泉南里芋

金熊寺梅林マーブルビーチ

野田藤

近畿大学水産研究所と岡田浦漁協が連携して育てた「泉南あなご」ふるさと納税返礼品で全国デビュー！
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地域包括支援センター

六尾の郷
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泉南市の日常生活圏域と
地域包括支援センター
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目指すべきものは・・・

・安心して徘徊できる泉南市に！！

・認知症ケアをきっかけに 地域福祉力を再生し創生する！

忘れてもだいじょうぶ
あんしんと
おもいやりの町 せんなん

最終目標は・・地域包括ケアシステムの構築です！

WAO くん

認知症ケア推進事業

地域包括ケア推進事業



●地域包括ケアシステム構築に向けた取組み

平成２２年度

・認知症サポーター養成講座

・認知症ネットワーク会議

・WAOまつり（市民フォーラム）

平成２３年度

・ＷＡＯ新聞の発行

・認知症と家族の集い

・出張相談会開催

・ＳＯＳ声かけ模擬訓練

・認知症ケア研究会の設立

・サロン・カフェ開設

平成２４～２５年度

・ライフサポートコーディネーター養成

・市民後見人養成開始

・多職種研修会開催

・ＳＯＳ FAX送信サービス 開始

・福まちサポートリーダー養成

・認知症個別相談支援

・ＷＡＯネット会議（多職種連携会議）

・先進地の視察研修

・就労、生きがい支援
平成２８～２９年度

・認知症初期集中支援チーム

・協議体(２層）

・地域ケア個別会議

平成１８～２１年度

・見守りネットワーク会議・SOS要綱作成～事業所協力依頼 ・医師とケアマネ交流会

22

23

24・25

26・27

28・29

●平成２２年～２６年度
国・大阪府のモデル事業等を活用 10/10補助金

●平成２７年度～ 地域支援事業で実施

平成２６～２７年度

・地域福祉対応力向上研修

・地域交流スペース設置（地域密着型サービス）

・ＳＯＳ メール配信サービス

・生活支援コーディネーター養成

・協議体(１層）





平成27年度 介護保険法改正

「総合事業」

・介護予防 生活支援サービス事業
訪問型サービス

通所型サービス 等・・

・一般介護予防事業
介護予防把握事業

介護予防普及啓発事業

地域介護予防活動支援事業

一般介護予防事業評価事業

地域リハビリテーション活動支援事業

●地域支援事業

「包括的支援事業」

・地域包括支援センターの運営

・在宅医療・介護連携推進事業

・生活支援体制整備事業

「生活支援コーディネーター」の配置

・認知症総合支援事業
認知症初期集中支援推進事業

認知症地域支援・ケア向上事業

・地域ケア会議推進事業

・任意事業

認知症サポーター等養成事業



泉南市のサポーター養成講座

地域役員

民生委員
自治会
婦人会
老人会
青年団
・・・等

職域団体

鉄道職員
福祉関係職員
病院職員
スーパー職員
金融機関
タクシー会社
・・・等

官公庁

泉南警察署
泉南市役所
泉南消防署
・・・等

地域コミュニティ

地域サロン
お寺
・・・等

リトルキッズサポーター

キッズサポーター

ジュニアサポーター

ヤングサポーター

幼稚園・保育園児

小学生

中学生

高校生



平成２８年１０月１７日
樽井地区での開催の様子！

平成23年～毎年開催してます。

地域スタッフのうちあわせ！

開催前に泉南市長からひとこと！！

高齢者への声かけと地域住民の
子供たちへの見守り活動！！

良い声かけには
「よく出来ました！」
の札をプレゼント！

新家東地区の様子！





泉南市認知症サポーター数

★平成２２年４月１日

9名

★平成２９年７月３１日現在

14,551名

泉南市人口の約23.1％

泉南市長もサポーターです！

推移
（累計）

Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

サポーター 1,993人
（52回開催）

4,003人
（32回開催）

6,582人
（44回開催）

9,470人
（48回開催）

11,028人
（32回開催）

12,732人
（35回開催）

14,332人
（30回開催）
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「テーマは協働！！」
①・キャラバン・メイトM1グランプリ

・地域包括支援センターによる取組報告

②各ブースでの相談会

・医師会、歯科医師会、薬剤師会、理学療法士会、作業療法士会

介護者家族の会、認知症ケア研究会

③多職種によるパネルディスカッション

・コーディネーター 認知症専門医 田中敬剛氏

（医師、歯科医師、薬剤師、訪問看護、包括、ケアマネ、地域住民等・・・）

認知症フォーラム「第5回 ＷＡＯ（輪を）まつり」！
～みんなで・一緒に・協働のＷＡＯ(輪を)～

平成26年2月22日 開催



①・キャラバン・メイトM1グランプリ
・地域包括支援センターによる取組報告
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認知症ケア等・様々な
地域包括ケアの取組の紹介！

泉南市
キャラバン・メイトの

４つの班による
発表会！

プログラムの合間には
ＷＡＯ(輪を)！体操！！



②各ブースでの相談会
・医師会、歯科医師会、薬剤師会、理学療法士会、作業療法士会

介護者家族の会、認知症ケア研究会
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③多職種によるパネルディスカッション
・コーディネーター 認知症専門医 田中敬剛氏

（医師、歯科医師、薬剤師、訪問看護、包括、ケアマネ、地域住民等・・・）

認知症専門医師(サポーター医）のコーディネート

により多職種が地域住民と熱いディスカッションを
開催！！

医師会の先生が会場にて
インタビュー！！

会場にかけつけたＰＴ／ＯＴの方も
参加！！

今後も様々な地域において
「ＷＡＯ(輪を)！プロジェクト」

を開催する方向となった。(^O^)/



「第7回 ＷＡＯ（輪を）まつり in浜」

平成27年5月23日 開催

みんなでＷＡＯ(輪を)！体操～。。

「第8回 ＷＡＯ（輪を）まつり in一丘」

平成27年12月19日 開催

パネルディスカッション

地域毎のフォーラムへと
活動をスイッチ！！

認知症サポート医による講演

地域毎のフォーラム(音楽祭）！！
一丘中学校吹奏楽部

地域包括支援センターなでしこりんくう 主催

地域包括支援センター六尾の郷 主催

地域住民と多職種との
グループワーク



ＷＡＯ(輪を)幡代！ＷＡＯ(輪を)中村！

泉南市 ＷＡＯ(輪を)!プロジェクト

泉南市の認知症サポート医と認知症かかりつけ医により発足した 「認知症と向き合
う会」主催で開催。

地域包括支援センターとライフサポートコーディネーターがコラボレーションして各地
域の医師、多職種の方々が参加し、地域住民との熱い意見交換が行われている。

★開催地区

新家・樽井・一丘・岡田・信達・浜・陸・八幡山・男里・桜ヶ丘・幡代・東・中村・楠台・・・

A・B圏域 C・D圏域



泉南市認知症ケア研究会

H22年～ ・・地域密着型事業所交流会（毎月開催）

H23年12月・・泉南市認知症ケア研究会が発足。

各地域で認知症相談会を実施。

H24年～ ・・泉南市認知症コーディネーター養成研修

（現ライフサポートコーディネーター）

H24年12月・・NPO法人 泉南市認知症ケア研究会 発足

H25年 2月・・オレンジカフェ

「 おいでや！泉南 」OPEN!!



おいでや！泉南とは

泉南市の介護や医療の専門家が中心と
なって,介護サービスの質の向上と認
知症の人や支える町づくりの推進を
図っていくことを目的として活動して
います。

おいでや！相談！

毎 月 ：第1・3土曜 第2火曜 第4金曜
対 象 ：泉南市民・専門職
時 間 ： 13:00 ～ 16：00
参 加 費 ：無料

平成２９年
８月・９月の予定

８月５日（土） ８日（火）１９日（土）２５日（金）
９月２日（土）１２日（火）１６日（土）２２日（金）



地域の生活支援体制の構築をめざすために、認知症の方や
高齢者全てのライフサポートの支援を行う、「ライフサポート
コーディネーター養成研修（全15回×6時間）」を開催し、地域
包括ケアシステム構築へと進めていくための人材育成をして
いく！(現在1～5期養成 50名 ) 

ライフサポートコーディネーター養成研修
認知症本人・家族と高齢者全ての

「ライフサポートコーディネート」をめざして！！

平成24年～開催

所属：包括等の介護職員・病院職員等・・多職種が参加！

資格： 認知症介護指導者・介護支援専門員・社会福祉士 介護福祉士等
薬剤師・保健師・看護師・作業療法士・歯科衛生士 精神保健福祉士等

Ｈ27.4～「ライフサポートコーディネーター連絡会」の発足！！

包括・地域密着等の管理者等には必ず配置！

H29 : 6期 研修中～



終了式で市長と記念撮影

講義とグループワークの様子！



地域包括ケア体制構築のカギとなる

“ライフサポートコーディネーター”

 ライフサポートコーディネーターは、

地域福祉力向上のための

「認知症地域支援推進員」的な役割であり・・

「生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）」

になりうる人材である！

●認知症地域支援推進員（３名）

市職員1名

地域包括支援センター2か所に各１名ずつ

●生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）」

ライフサポートコーディネーターから８名任命



RUN伴（ランとも）とは・・

認知症の人や家族、支援者、一般の人が少しずつリレーをしながら
一つのタスキをつなぎゴールを目指すイベントです。

RUN TOMO-RROW 伴
H29 泉南コースは 10月1日

泉南市長です。

認知症になっても仲間とともに走りつづけたい。

～北海道から九州まで～

泉南コースは毎年 泉南市長が走っています。



妻がオレンジカフェ「おいでや泉南」のチラシを見て来られる！
ライフサポートコーディネーターと出会い、夫についての相談がある。

Nさん（65歳）若年性認知症男性の事例

65歳男性 要支援2 妻62歳と二人暮らし

在職中に複視になり59歳で退職し、後に物忘れがひどくなり病院受診

・・アルツハイマー型認知症と診断される。

コーディネーターが配布したカフェ「おいでや！泉南」のチラシを見た妻が、
「やっと見つけた！これだ！」と来所する。

妻は、アルツハイマー型認知症と診断を受けた時「どこに相談に行けばと良い
のか？ずっと悩んでた」

Ｎさんは・・「不安からくる睡眠障害・徘徊等・・」

そして・・介護保険認定申請・認知症デイの見学等・のアドバイス。

ライフサポートコーディネーターのかかわり！
（職種：ケアマネ・医療職）



担当者会議にいたるまでは、複数のライフサポートコーディネーターが所属す
る認知症デイサービスを体験・・・本人の移行にあったサービス提供へ。

サービス担当者会議を開催（本人・家族・ケアマネ・認知症デイ・訪問看護）

デイサービスの利用に際し、1回3～4時間の利用から始める。

並行して、訪問看護にて、リハビリを兼ねた家族支援を行っていく。

徘徊があるため、後日ケアマネとＣＳＷ・包括職員で訪問し徘徊SOSネット
ワーク、地域の見守りネットワークの説明をし、SOSネットワークを登録。

ケースの関わりについて、包括だけではなく、認知症ケア研究会や他のライフ
サポートコーディネーターに相談できたこと、支援を引き受けてくれたりした
ことが、大きな支えとなり・スムーズな初期支援となった。

もっとはやく「おいでや！泉南」の存在を知ってもらえていれば、早期に関わ
ることができ、もう少し本人の思いを聞き取ることができて、家族のレスパイ
トもできたのではないかと思う。

Nさんへの支援
～ライフサポートコーディネーターの連携～

ライフサポートコーディネーター（ケアマネ）の感想！

ライフサポートコーディネーター



妻がオレンジカフェ「ふくろう」に参加！
ライフサポートコーディネーターと出会い、夫についての相談がある。

Ｓさん（７６歳）認知症男性の事例

７６歳男性 要介護認定未 妻７１歳と二人暮らし

Ｈ26に初期の認知症と診断される。

そのため、運転免許証を返納し、移動手段は自転車か徒歩。

仕事は研究職であった。

大学時代は機械体操をされており、身体を動かすこと、歩くことが好き。

街かどデイハウスで実験開催されるＭＣＩ予防教室を案内し体験。後に、地域
で定期的にモデル開催されるＭＣＩ予防教室を案内し、夫婦で参加する。

その後も妻はふくろうカフェに定期的に参加、ＳさんもＭＣＩ予防教室に参加
することにより、認知機能も上がってきており、自転車の移動も以前よりス
ムーズになってきた。

ライフサポートコーディネーターのかかわり！
（職種：ケアマネ・介護職）



「歩く会」への参加！

ＭＣＩ予防教室に参加していたＳさんが、その後ライフサポートコーディネー
ターが企画した「歩く会」 に参加！ （H28年5月～毎月開催！）

当初は参加者としてのかかわりが、現在は初参加の人たちを気遣うなど・・

スタッフの役割を担っていただいてる！

Ｓさんの現在！！



「泉南市認知症講演会」
認知症フォーラム！！ 平成29年3月28日 開催

講師：越智須美子 氏

若年性認知症を発症した
夫の介護についてのご講演！

認知症、不安、恐怖、尊
厳、笑顔・・夫婦の体験
談を講和と映像をとおし
て紹介！！

泉南市立文化ホール



H28年～第１層 協議体の開催！！

第1回は泉南市の取組みを
共有し意見交換！！

構成員
学識経験者
地域住民
産業関係者
福祉関係者
社会福祉法人関係者
特定非営利活動法人関係者
地域包括支援センター
地域支え合い推進員（生活支援コーディネーター）

CSW（コミュニティソーシャルワーカー）

等

第2回は地域課題について、
第一層協議体の役割について
意見交換と模擬体験の実施！！

第2層 協議体 H28年4月～

圏域ごとに毎月開催！！

～地区ケア会議の活用～

第１回 H28年1月25日
第2回 H28年3月14日

生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）が協議体をコーディネート！！



住民主体の介護予防事業の開催！！

MCI予防体操

WAO（輪を）体操2

まずは・・H27年度に包括・NPOでモデル事業を実施！！

MCI(初期認知障害）段階での
予防カリキュラムも作成！
（理学療法士会協力）
H29年度～実施！！

13か所で開催（H29.7)

従来の介護予防体操：
WAO（輪を）体操をバージョンアップさせ
て、理学療法士会の協力により新しい
カリキュラムを作成！！
H28年度～本格実施！！

９か所で開催（H29.7)
北野中小路地区での様子

牧野地区での様子



平成29年2月18日 開催

講師：
守安久尚さん（理学療法士会）

医療も介護もできるだけお世話にならずに、自由にいき
いきと老後を過ごせるよう、健康寿命をのばし、医療費
も介護費も節約して、「あなたのシアワセ」をガッチリ
つかみましょう。

住民主体の介護予防事業
に向けて、健康寿命につ
いての講座とWAO（輪を）
体操2の実践をした！！

泉南市立文化ホール



WAOくん

●「自助・互助・共助・公助」の取組みを推進！

特に！自助・互助がキーワード！！

～自助・互助の取組みを推進するための 地域資源～

●サロンやカフェの開設・・７か所（Ｈ23補助事業）

・これらサロン・カフェがハブとなり、各地域で住民の互助力に
よるサロンへと繋げていく！

（すでに住民主体サロンが数か所立ち上がってます！）

●地域密着型サービス事業所

・グループホーム ・・・6か所

・小規模多機能事業所 ・・・5か所

・認知症デイサービス ・・・2か所

・ミニ特養 ・・・1か所

・通所介護 ・・・10か所

・定巡・随時対応訪問介護看護（29.10～）

いつでも

誰でも

自由に

好きな時間に

“集い合える場所”

地域交流スペース設置の推進



●集いあえる場所づくり
サロン・カフェ

「地域のWAO(輪を)！」から包括・CSWなどが地域ごとの仕掛けを展開！

地域ケア会議を開催した結果！住民によりサロンが開設される！

おかだ区「よりあい所」は・・・

MCI予防体操の開催や、地域の商店に
よる買物出張販売も行われるなど、
総合事業における地域拠点になるこ
とが期待されている！！

地域包括支援センターなでしこりんくう圏域

おかだ区「よりあい所」



●集いあえる場所づくり

地域交流スペースの活用

・サロン・カフェ＆地域密着型サービス事業所などに、
認知症出張相談の「のぼり」を設置して WAO（輪を）！SENNANの啓発と
安心して徘徊できるまちづくりをめざす！

ミニ特養 ぶどうの木

「樽井ハウス」

小規模多機能のおうち にこにこ

「来てみてカフェ」

・地域密着型サービス事業所の「地域交流スペース」
を活用して 地域の人たちが集い合っている様子！



地域包括支援センター六尾の郷 圏域

●地域で認知症の方を見守りする

～散歩マップが徘徊マップにならないように！～

地域密着型サービス事業所のスタッフが、包括・CSWが開催する地区
ケア会議に参加！散歩から徘徊してしまう利用者の支援をとおし
て、会議参加メンバーである地域住民（見守りネットワークメン
バー等）に地域での見守りをお願いする！また、地区ケア会議を参
考にして、地域密着の運営推進会議で利用者家族と共に住宅地図を
活用した「散歩マップ」を作成！

小規模多機能型居宅介護

あっとほーむ六尾の郷

運営推進会議で「マップ」を作成！

～密着スタッフ～

・今までは利用者の活動範囲しかわから
なかったが・・昔の行動（活動範囲）や
友人の居場所・家族や知人でしか知らな
い情報がわかった！

・家族のさまざまな想い・認知症を知ら
れたくない事などの気づきがあった！

・散歩ルートが変わることで、徘徊のサ
インを見逃さない！ 等・・



利用者 Tさん の散歩マップ（イメージ図）



泉佐野泉南医師会
（3市3町の広域医師会）

（泉佐野市・泉南市・阪南市・熊取町・田尻町・岬町）

・医療と介護、多職種そして行政
間等・において市町を跨る連携が
必要！！

・平成24年度～泉南市が事務局
となり医師会と協働して、行政連
絡会（３市３町と保健所）・医師会
圏域多職種代表者会議・多職種研
修会等・を開催！！

在宅医療介護連携事業



①平成24年9月 1日 医師とケアマネの合同連絡会
講師：藤井寺市 「いけ！ネット」 数尾 展 先生

②平成24年12月13日 医療・介護と多職種連携研修会
講師：大阪府医師会 中尾 正俊 先生

③平成25年3月 9日 医師とケアマネの合同連絡会
講師：認知症疾患医療センター 水間病院 岡 秀雄 先生

④平成25年9月21日 医療・介護と多職種連携交流会の開催
講師：東京大学高齢社会総合研究機構 教授 飯島 勝矢 先生

⑤平成26年3月16日 医療・介護と多職種連携交流会の開催
講師：大島郡医師会 坂元 寛興 先生

奄美市役所 積 竜太 先生

⑥平成26年11月6日 医師会と行政の協働研修会
講師：東京大学 高齢社会総合研究機構 特任教授 辻 哲夫 先生

⑦平成26年11月6日 医療・介護と多職種連携交流会の開催
講師：医療法人社団祐和会 長尾クリニック 院長 長尾 和弘 先生

⑧平成27年12月5日 認知症サミットの開催
講師：医療法人社団プラタナス 桜新町アーバンクリニック 院長 遠矢 純一郎 先生

泉佐野泉南医師会圏域(3市3町）
医療・介護と多職種連携 研修会開催

①③～⑦泉南市事業
②⑧ 医師会事業



平成24年度
第１回 泉佐野泉南 医師会 圏域 （3市3町）

★「医師とケアマネの交流会」

藤井寺市

数尾診療所 数尾 展 先生

基調講演

「地域包括ケア体制に係る

医師とケアマネの役割」

H24.9.1 開催！



基調講演

「認知症ＢＰＳＤの

治療・介護・地域の連携」

平成24年度
第２回 泉佐野泉南 医師会 圏域 （3市3町）

★「医師とケアマネの交流会」

認知症疾患医療センター

水間病院 岡 秀雄 先生

H25.3.9 第一三共協賛



平成25年度
泉佐野泉南医師会圏域

「医療・介護と多職種連携交流会」の開催

①基調講演 「在宅医療における多職種連携の意義」

講師：東京大学高齢社会総合研究機構 飯島勝矢 先生

Ｈ25年9月21日

スターゲイトホテル

②グループワーク

「家族に介護疲れのある患者の退院支援について」
飯島勝矢 先
生



平成25年度
第2回泉佐野泉南医師会圏域

「医療・介護と多職種連携交流会」の開催
基調講演

「奄美市におけるICT(サイボウズライブ）の活用による
医療連携、多職種連携の取り組み」

講師 奄美市 積 竜太 氏
講師 社団法人 大島郡医師会 坂元 寛興 氏

各市町の多職種連携状況報告
「２５年度の取り組みについての報告」及び
「２６年度の取組について」

①熊取町
②泉佐野市・田尻町
③泉南市
④阪南市
⑤岬町

Ｈ26年3月16日あいぴあ泉南



東京大学高齢社会総合研究機構 特任教授 辻 哲夫先生（元厚生労働省事務次官）

講 演 ： 「医師会と行政の協働による多職種連携構築について」

意見交換会 ： 「３市３町・医師会の現状と課題」

参加者 約５２名

（行 政）泉南市長・３市３町（泉佐野市・田尻町・熊取町・泉南市・阪南市・岬町）の部長級以下職員

・地域包括支援センター職員

大阪府医療対策課・大阪府介護支援課・泉佐野保健所

（医師会）医師会長・医師会副会長・医師会在宅医療担当理事・医師会事務局

平成26年度

泉佐野泉南医師会圏域

「医師会と行政の協働研修会」開催

H 26年11月６日

スターゲイトホテル

辻 哲夫先生



１部 医療法人社団祐和会 長尾クリニック 院長 長尾 和弘 先生

① 講 演：「在宅医療における多職種連携の役割」

２部 泉佐野泉南医師会事業（在宅医療拠点事業）報告会

① IT 端末を使った各職種の報告

② ３市３町（行政）の取組状況

参加者 250名 医師・歯科医師・薬剤師・病院・訪問看護師・介護支援専門員

理学療法士・作業療法士・地域包括支援センター・行政等

平成26年度

泉佐野泉南医師会圏域

「医療・介護と多職種交流会」開催

H 26年12月20日

スターゲイトホテル

長尾 和弘 先生



りんくう教育研修棟 3階 会議室

平成27年度

泉佐野泉南医師会圏域（3市3町）「認知症サミット」開催

H27年12月5日

遠矢 純一郎 先生 講演会の様子

3市3町ごとにＧＷ実施

泉南市認知症初期集中支援チームの立ち上げ
に向けて、泉南市サポート医田中先生を中心に
「ＷＡＯネット会議・初期集中支援の検討チー
ム」のメンバーと共にディスカッション！！

行政事務局：泉南市

主催：ノバルティスファーマ株式会社
後援：泉佐野泉南医師会

泉南市チームのGW



1） 事業名：泉佐野泉南医師会圏域「医療と介護・多職種連携」事業

2） 事業実施期間：平成24年10月1日～平成25年3月31日

3） 執行体制：事業主体・・・泉佐野泉南医師会
参画機関、協力団体

・泉佐野泉南歯科医師会
・泉佐野薬剤師会
・泉南薬剤師会
・りんくう総合医療センター
・永山病院
・6市町ケアマネジャー合同連絡会
・訪問看護ステーションさくら総合医療
・泉佐野市社協地域包括支援センター
・大阪府泉佐野保健所
・泉南市高齢障害介護課

平成24年度
医師会モデル事業 「医療と介護・多職種連携」事業について

泉佐野泉南医師会圏域「医療と介護・多職種連携」事業実施報告書より



医師会モデル事業アンケート調査

○ 高齢化の進展に伴い医療と介護の双方を必要とするシームレスな医療提供体

制の整備が必要

○ 「共通認識」を持つことは、この泉州地域でいつまでも暮らし続けたいと願う高齢

者にとってきわめて重要

○ 高齢者一人ひとりのライフステージにあった「地域包括ケア体制」の構築の実現

に向けた課題抽出

関連する職種にアンケート調査を実施

泉佐野泉南医師会圏域「医療と介護・多職種連携」事業実施報告書より



在宅ケアの阻害要因に挙げられている4つの要因・・

医師会事業多職種へのアンケート調査の結果！

①時間的制限

②マンパワーの不足

③後方支援

④連携先の情報不足



④「連携先の情報不足」の解決に向けて

● 各職種ごとのネットワークの構築。

● 3市3町それぞれの市町において、独自の「医療

と介護・多職種連携ネットワーク連絡会」の構築。

● 医療と介護・多職種連携のマニュアルも含んだ

医師会圏域の「多職種連携マップ」の作成。

● 連携とは「顔の見える関係」になること。

● 連携シートは面談での連携を補うもの。



平成25年度～
泉佐野泉南医師会圏域 医療と介護・多職種連携

「行政連絡会議の開催」

泉南市：事務局

3市3町（熊取町・泉佐野市・田尻町・泉南市・阪南市・岬町）

大阪府（泉佐野保健所）

・3市3町それぞれで、医師会圏域での連携に向けて
の要綱の制定。

・多職種の多職種（代表者）連携会議に向けての6行
政としての意見交換。

まずは！ 職種（行政）内連携の構築にむけて・・・



平成25年度～
泉佐野泉南医師会圏域

「医療と介護・多職種代表者会議の開催」

平成24年度医師会モデル事業の継承！
泉南市が事務局となって各職種の代表者との意見交換。

・泉佐野泉南医師会

・泉佐野泉南歯科医師会

・泉佐野薬剤師会

・泉南薬剤師会

・病院医師

・病院地域連携室（MSW)

・大阪府理学療法士会（泉州ブロック）

・大阪府作業療法士会（泉州ブロック）

・６市町ケアマネ連絡会

・訪問看護代表

・訪問介護代表

・地域包括支援センター代表

・行政（保健所・市）等・・・

構成メンバー



多職種マップ班

事例検討班

④「連携先の情報不足」の解決
に向けて・・代表者の意見交
換。

泉佐野泉南医師会圏域の連携マ
ニュアルの作成。

退院前カンファネンスを想定し代表者
で事例検討。

医師会圏域が集まる多職種交流会ＧＷ
で再度事例検討し、各職種として、何
ができるか？意見交換。

そして・・①時間的制限の解決に向け
て、クラウド等（ＩＴ関係）について
検討。



泉佐野泉南医師会圏域医療介護連携マニュアル＆

泉佐野泉南医師会圏域医療介護 Link Map

完成！



平成30年度～
医師会圏域の3市3町が協働により医師会へ事業委託を計画！

在宅医療・介護連携支援センター
（泉佐野泉南医師会）

（泉佐野市・泉南市・阪南市・熊取町・田尻町・岬町）

３市３町協働による「在宅医療・介護連携支援センター」の設置（案）！！

広域医師会（３市３町）としての課題を・・

今後はスケールメリットにする！！

平成２7年より地域医療介護総合確保基
金事業によって設置された、医師会地域
連携室（医療連携）の医療コーディネー
ターを、平成３０年度からは在宅医療介護
多職種連携として「在宅医療・介護連携支
援センター」を設置し、多職種コーディ
ネーターとして活用する方向！！

3市3町

現在！泉佐野泉南医師会と協議中！！ 課題の解決に向けて～



専門職が地域に出向き、住民さんと顔の見える関係で、認知症
の啓発をしましょう。
一方的な講義ではなく、対話形式でやりたい。

平成25年度～

泉南市多職種連携会議
後の（泉南市ＷＡＯネット会議）



泉南市総合福祉センター あいぴあ泉南 １階 大会議場

Ｈ27年7月25日

平成27年度

泉南市多職種協働研修会の開催

講義・演習 「認知症ライフサポート研修」

～多職種協働で認知症本人と家族の支援へ～

宮島 渡 先生 社会福祉法人恵仁福祉協会 高齢者総合福祉施設アザレアンさなだ
常任理事・総合施設長 宮島 渡 氏

・・多職種協働の重要性等を修得し、医療・介護等の相互の役割と理解を
することにより総合的なケアにつなげていく。

泉南市の多職種代表者 83名
医師・歯科医師・薬剤師・病院・訪問看護師・介護支援専門員・理学療法士・作業療法士・通所介護・訪問介護
・地域包括支援センター・行政等



分科会の開催

●ＩＣＴの検証班
・・実践班とガイドライン検討班においてＩＣＴの啓発と

環境整備（ICTガイドラインの作成）。

●連携マニュアルの検証班
・・平成25年度作成の医師会公認のマニュアルを実践に向けて検証。

●認知症初期集中支援の検討班
・・アセスメントツール班と周知・啓発班において啓発資料とツール

の素案の作成。

◇多職種メンバー

医師・歯科医師・薬剤師・病院・訪問看護師・介護支援専門員

理学療法士・作業療法士・通所介護・訪問介護・地域包括支援センター・行政等

全4回 開催

平成27年度

泉南市ＷＡＯネット会議「泉南市多職種連携会議」開催

～泉南市内の在宅医療・介護多職種連携に向けて～

包括が中心となって分科会で課題を検討！！



平成27年度

泉南市ＷＡＯネット会議「泉南市多職種連携会議」開催

ＩＣＴの検証班

認知症初期集中支援の検討班

連携マニュアルの検証班

包括を中心に、
分科会において
それぞれの課題
を検討・検証。



認知症初期集中支援チーム
チーム員会議

医療と介護の専門職

作業療法士（ライフサポートコーディネー
ター）・社会福祉士（包括職員） 等・・

専門医 「認知症サポート医」

計３名以上の専門職にて編成

チーム員の構成



分科会の開催

●ＩＣＴの検証班
・多職種ごとのＩＣＴアカウントリストの作成。

・医師会連携室作成のICT手引きの活用。

●認知症初期集中支援の検討班
・認知症ケアパスの作成についての検討。

・認知症初期集中支援チーム員活動の報告と意見交換。

◇多職種メンバー

医師・歯科医師・薬剤師・病院・訪問看護師・介護支援専門員

理学療法士・作業療法士・通所介護・訪問介護・地域包括支援センター

・行政等

全4回 開催

平成28年度

泉南市ＷＡＯネット会議「泉南市多職種連携会議」開催

～泉南市内の在宅医療・介護多職種連携に向けて～

包括が中心となって分科会で課題を検討！！

ICT手引き「入門編」



認知症初期集中支援チームの
活動について検討班で意見交換！

認知症初期集中支援の検討班

平成28年度

泉南市ＷＡＯネット会議「泉南市多職種連携会議」開催

ＩＣＴの検証班

多職種ごとの活動内容の紹介や・・
ICTサーバでの情報共有と多職種ご
とのＩＣＴアカウントリストの作成
に向けて意見交換。



認知症ケアパス

「認知症ケアパス」の内容は・・

専門職や地域住民がそれぞれの立場で、
認知症の進行とともに、状態に合わせた
適切なサポート、どのような支援が必要
になるのかを目安として示したものであ
り、全16ページの構成となっています。



認知症ケア・地域包括ケアにおける・・

多職種協働の重要性の理解と多職種連携をスムーズに実現する
方法として、ICT（情報通信技術）を活用して実際に体験。

平成28年度～

泉南市介護支援専門員「ICT研修会」の開催

～ICTの活用が招く新しい地域包括ケアに向けて～

平成28年9月16日開催

第1回 8月19日 自立支援に向けたケアプラン作成について
介護予防・日常生活支援総合事業の開始にあたって

第2回 9月16日 介護保険制度と障害福祉
ICTの活用が拓く新しい地域包括ケア

第3回 10月 1日 認知症の人のためのケアマネジメントセンター方式基礎研修①
第4回 10月29日 認知症の人のためのケアマネジメントセンター方式基礎研修②
第5回 11月ごろ 認知症初期集中支援チーム（オレンジチームＷＡＯ）について

泉南市認知症初期集中支援チーム チーム員
ケアマネが発信する「地域ケア会議」

平成28年度泉南市ケアマネジャー向け研修

平成28年度泉南市ケアマネジャー向け研修のカリキュラムにて！！



平成28年度～

泉南市介護支援専門員「ICT研修会」の開催

ICT（サイボウズライブ）サーバーの使い方（初級編）の実践

ケアマネのICTアカウントを共有！H29多職種参加で開催

参加者がPC・タブレット・スマホを個々に持参
して、テーブルごとにグループを立ち上げて、
仮想事例により、ICTによる利用者の情報共有と
支援の実践！！

グループの立上げと招待の仕方等・・
医師会地域連携室のコーディネーターが講師と
なって実践！！

H28ケアマネ参加の様子



認知症初期集中支援チームを中心に・・多職種と地域住民が早期発見！
早期治療！そして・・認知症本人や家族のライフサポートに向けて・・

泉南版のリアル「ハマコ」さんを支援する！！

講師は再び！

社会福祉法人恵仁福祉協会 高齢者総合福祉施設アザレアンさなだ

常任理事・総合施設長 宮島 渡 氏

泉南市総合福祉センター あいぴあ泉南 １階 大会議場

平成29年度

認知症ライフサポート研修「泉南版」の開催 Ｈ29年10月28日予定

医師・歯科医師・薬剤師・病院・訪問看護師・介護支援専門員

理学療法士・作業療法士・通所介護・訪問介護・地域包括支援センター

・行政・地域住民の皆様など

今回は・泉南市の地図を活用し意見交換します！！

泉南市の多職種代表者と地域住民 参加予定

前回よりバージョンアップ！！



～認知症の家族が求める地域の支援とつながり～

平成29年度 在宅医療研修会

～在宅医療のための多職種研修会の開催～

2市1町（泉南市・阪南市・岬町）泉佐野泉南医師会

Ｈ29年6月17日

在宅医療の主治医・副主治医チーム体制を医師会内の2市1町（泉南市・阪南市・岬町）
で結成！訪問看護事業所との連携により、事例ごとに在宅医療チームを稼働させること
を目標にした取組みを開始！
多職種への周知と市民啓発の一環として、2市1町の訪問看護の実態と介護者家族の会の
方々に「ターミナルケア」についての体験や思い・介護の実際を語ってもらった。

～泉南市からは泉南市介護者家族の会会長の西浦主一氏が登壇された～

西浦氏は、奥様が若年性アルツハイマー型認知症と診断
されてから、地域の方々の協力や見守り等の支援により
地域住民の繋がりを深く感じたことを語られた！
また、研修会の一週間前に奥様を看取られことと、医療
と介護の連携の必要性などを当事者の立場で多職種に向
けて発信された！

在宅医療・介護連携を
「わ」でつなぐ・・

泉佐野泉南医師会



ＷＡＯ(輪を)新家！

ＷＡＯ(輪を)樽井！

ＷＡＯ(輪を)一丘！

ＷＡＯ(輪を)市場！

ＷＡＯ(輪を)西信達！

ＷＡＯ(輪を)桜ヶ丘！

ＷＡＯ(輪を)幡代！

ＷＡＯ(輪を)陸！

住民と多職種～人と人
「地域」をつなぐ

WAOの取組み

ＷＡＯ(輪を)岡田！

ＷＡＯ(輪を)中村！

ＷＡＯ(輪を)楠台！



WAO くんWAO くんWAO くん

大阪府 泉南市

平成29年9月7日

泉南熊寺郎（せんくま）

泉南市 健康福祉部 長寿社会推進課

奥野 豊司

山中 理恵

ご清聴
ありがとう

ございました。


